　2009.6藤咲整形外科医院だより
  ほぼ連日のように、新型インフルエンザの情報、対策、などが、保健所や医師会から、連絡されてきました。2009年の新型インフルエンザは、世界の医療の中にあって、重要なニュースとして、長く記憶されることでしょう。
　今回のことで、非常に大切なことがあります。情報をいかに集め、理解し、活用するか、が、感染症対策に必要である、ということです。もともと、鳥インフルエンザが流行するかもしれない、という環境の中、つまり、感染症に対しては、気持ちの準備も、実際の対策、準備も、済んでいたはずでした。いわゆる、検疫、いわゆる、封じ込め策、いわゆる、特殊外来の設置、いわゆる、十分な抗ウイルス薬の備蓄などです。

今回、メキシコに端を発した、豚インフルエンザは、豚から人への感染経路、人から人への感染経路がよくわからないまま、次々に感染して行き、まさに、鳥インフルエンザに対して警戒していたシナリオのように、世界に広がっていきました。十分な対策がなされてきたにもかかわらず、日本にも侵入し、感染は拡大していきました。「口に戸は立てられない」といいますが、ウイルスにも、戸は立てられなかったわけです。
報道で取り上げられたとおり、ウイルスに感染した方々の中には、いわれのない誹謗、中傷をこうむった方もあったようです。医療の現場での対応にも、混乱はあったといわれています。国の対策も、万全であったとは言いがたいところがあるでしょう。それでもなお、今回は、貴重な体験であったといっていいと考えます。パニックになることなく、事態は収束しているようです。重症化したり、生命の危機に陥った方もないようです。なにより、ウイルスに対して、知識が飛躍的に高まりました。日々の衛生にたいする啓発が進み、地味ながらも重要なうがい、手洗いなどの見直し、励行など、良い習慣が再認識されました。

日々の積み立てが、明日に活きます。皆様お体大切に。
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